
経営安定サポート資金（オールラウンド型） 【４月１日（水）より受付開始】

●中東情勢や原油価格上昇をはじめ、様々な理由により資金繰りに苦慮する事業者の方が対象

●市町村によるセーフティネット保証認定不要

●融資対象 ： 最近１カ月の売上高、売上高売上総利益率、売上高営業利益率の

いずれかが前年同月比で減少している府内中小企業者

●利率 ： 金融機関所定

●融資限度額 ： ２億円 うち、無担保8,000万円

中東情勢等により影響を受ける中小企業への支援について

価格転嫁・取引適正化 経営全般

府特設ホームページで相談窓口や支援策を案内（３月23日～）

海外ﾋﾞｼﾞﾈｽ

資金繰り

の相談窓口を案内

中東情勢等により影響を受ける中小企業への支援について フリップ①

◆中東情勢や原油価格上昇の影響を受ける府内中小企業の方の資金繰りや経営に関する

相談窓口、支援策をとりまとめ、府特設ホームページで案内

◆府制度融資「経営安定サポート資金（オールラウンド型）」を4月1日から創設

中東情勢や原油価格上昇の影響を受ける中小企業向け相談窓口について詳しくは府特設ホームページをご確認ください 🔍



◆ 物価高騰の影響が長期化する中、強く影響を受ける子育て世帯及び若者を支援するため、

18歳以下の子ども、19歳～22歳の大学生等に対して、お米PAYおおさか（お米クーポン）またはその他食料品を給付

◆令和８年３月26日(木)９時００分から申請受付を開始

（1）対象者 次の①または②に該当する者（対象者数：約１６９.８万人）

①平成15年4月2日以後に生まれた方のうち次のⒶかⒷのいずれかに該当する者
Ⓐ 申請日において大阪府に居所を有している方
Ⓑ 申請日において大阪府に居所を有していることに準じる方（※）
（※）週末や年末年始・夏休み等の長期休暇も含め、一定期間（概ね年間1カ月半程度）等、

大阪府内の実家等で生活を送る方

②妊娠している方のうち、申請日において大阪府に居所を有している方

（２）給付物品

税込10，０００円相当（送料含む）のお米クーポン又は食料品

（３）申請受付期間

令和８年３月２６日(木)9時00分から６月２５日(木)23時59分まで

（４）給付物品の申込期限 及び お米クーポンの使用期限

令和８年９月25日(金)まで

子どもたち・大学生等へのお米・食料品配付 申請受付期間について フリップ②

本事業に関するお問合せ：大阪府子ども・大学生等食費支援事業コールセンター

TEL：0120-479-208 【開設時間】 9時00分から18時00分まで（日祝日を除く。）
＜申請期間終了後は平日のみ＞

申込サイトはチラシ・ポスター等の二次元コード
または検索エンジンからアクセス

大阪府子ども 大学生等食費支援 検索



子どもたち・大学生等へのお米・食料品配付市町村との共同実施について

特設サイトで申請

【6月25日(木)まで】

【給付物品受取サイト】
①②のいずれかを選択（組合せ自由）

①お米PAYおおさか
（お米クーポン）

②その他食料品
（食品カタログ） 缶詰 飲料カップ麺 など

食料品選択ページ

（米穀店・スーパー等）
お米を購入

自宅へ直送

給付物品は府･市それぞれについて選択
（例）府はお米クーポン、市は食料品を選択

(府･市それぞれ
で決定)

◆ 堺市・泉佐野市・門真市では独自支援を府と共同で実施。府の食費支援と併せて市の支援を行う

◆令和８年３月26日(木)９時００分から申請受付を開始するが、手続きは府の申請のみで市分も完了

◆ システム開発などの初期費用が不要となるため、３市においては事務費が単独で実施するよりも低価となる

各市の対象者・支援金額

給付までの流れ

※詳細は特設サイトで案内

堺 市

(1) 対象者 次の①または②に該当する者

①平成15年4月2日以後に生まれた方のうちⒶかⒷ
に該当する方
Ⓐ 申請日に堺市に居所を有している方
Ⓑ 申請日に堺市に居所を有していることに準じる方
（下線部は府と同様の条件）

②妊娠している方で申請日に堺市に居所を有している方

(2) 支援金額 税込5,000円相当（送料含む）の
お米クーポン又は食料品

※お米クーポンは堺市域内の登録店舗で使用可能

泉 佐 野 市

(1) 対象者 次の①または②に該当する者

①平成19年4月2日以後に生まれた方で
申請日に泉佐野市に居所を有している方

②妊娠している方で
申請日に泉佐野市に居所を有している方

(2) 支援金額 税込3,000円相当（送料含む）
のお米クーポン又は食料品

門 真 市

(1) 対象者 次の①または②に該当する者

①平成19年4月2日以後に生まれた方で
申請日に門真市に居所を有している方

②妊娠している方で
申請日に門真市に居所を有している方

(2) 支援金額 税込5,000円相当（送料含む）
のお米クーポン又は食料品

フリップ③

※お米クーポンは府全域の登録店舗で使用可能 ※お米クーポンは府全域の登録店舗で使用可能

【9月25日(金)まで】

【9月25日(金)まで】



USJ×大阪府公民連携プロジェクト「医療的ケア児等の“楽しむ”を深化させよう！！」

障がいのある人が楽しみ、豊かに暮らしている大阪をめざして取り組んでまいります！

◆ 府では、医療的ケア児とその家族が地域や在宅で安心して生活できるよう支援に取り組んでいる
◆ このたび“誰もが楽しめる”ことを目標とした万博のレガシーを発展させるため、 USJと連携して、
誰もが大阪のまちをもっと“楽しむ”ための合理的配慮について考えを深めるフィールドワークを実施

・USJと府が連携し、福祉・看護等を志す学生に課題解決型学習の場を提供

・一連の取組を通じて、医療的ケア児がより安心して楽しむための
合理的配慮について考えを深める

・実施期間は令和８年４月から９月の間（結果により、次年度以降の実施を検討）

医療的ケア児とは

・意思の通りに身体を動かすこと等が困難であったりする
ため、楽しむことができる余暇活動はまだまだ限定的
・医療的ケアが必要であっても、他の人と同じように遊んだり
お出かけしたりすることが当たり前の社会になって欲しい

連携事業について

恒常的な医療的ケアを受けることが不可欠である児童
(人工呼吸器による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為)

府内の医療的ケア児は1,757人（R2調査）
⇒１万人あたり約22人（増加傾向）

包括連携

フィールドワークを実施

事業連携協定を結んでいる
福祉・看護系の大学から選定
（大阪人間科学大学、摂南大学）

大阪府

協力大学
事業連携

ユニバーサル・
スタジオ・ジャパン

医療的ケア児がより安心して楽しむために、
どのような合理的配慮がふさわしいのかを、
深化させるためには、実践的な学びの場が重要

フリップ④

医療的ケア児支援者からの声
実施内容（協力大学が実施）連携スキーム

・当事者への聴き取り調査
・現場の事前視察

課題の
抽出

・課題に対する解決策の検討
・実施計画の立案

計画立案

・フィールドワークの実施
・成果報告の実施（当事者・
家族・支援者との意見交換）

実施・報告



◆ 令和８年「春の全国交通安全運動」を４月６日（月）～４月１５日（水）に実施

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動

● 日 時 令和８年４月６日（月）午前１１時～正午

フリップ⑤

● 場 所 大阪府庁本館 正面玄関前

自転車・特定小型原動機付自転車の
交通ルールの理解・遵守の徹底

全 国 重 点

通学路・生活道路におけるこどもを始めとする歩行者の安全確保

「ながらスマホ」の根絶や歩行者優先等の安全運転の向上

スローガン ヘルメット かぶって安全 いってきます！

ユニバーサル・スタジオ・ジャパン しゃべくり・ゼネラル・マネージャー(SGM)

綾小路 麗華さんら出演のキャンペーンを開催！

※SafetyBicycle推進校とは、ヘルメット着用をはじめとする自転車の安全利用に関して、生徒が主体的に取組を行う高校

● 内 容 ・ユニバーサル・スタジオ・ジャパンの仲間たちが
出演する交通安全トーク
・Safety Bicycle推進校の高校生が出演する交通安全教室

・府警音楽隊の演奏、白バイ・パトカー出発式など



●違反別死者・重傷者数(令和3年から令和7年累計）

自転車乗用中の交通事故死者・重傷者（１当＋２当）
のうち、約８割の方に法令違反が認められる。

交差点安全進行
211人
3.9%

ハンドル
ブレーキ操作
70人 1.3%

前方不注意
51人 0.9%

違反なし・調査不能
1,050人
19.4%

その他の違反
227人
4.2%

安全不確認
2,234人
41.2%

動静不注視
818人
15.1%

一時不停止
438人
8.1%

信号無視
321人
5.9%

●自転車の交通違反に対する交通反則通告制度の導入について
・取締りの対象年齢は１６歳以上
・検挙されれば青切符が交付され、反則金の納付で手続きは終了
・酒気帯び運転等重大な違反や事故を起こせば、赤切符等による刑事手続きの対象となる

●自転車乗用中の交通事故死者ヘルメット
着用状況(令和3年から令和7年累計）

◆ 本年４月１日から、自転車の交通違反に対して交通反則通告制度（青切符）の導入開始
◆ 自転車側の約８割に法令違反が認められ、昨年のヘルメット着用率は僅か７.２%であった

交 通 ル ー ル の 遵 守 徹 底 と 自 転 車 ヘ ル メ ッ ト の 着 用 フリップ⑥

●自転車交通事故におけるヘルメット着用
状況別の致死率（令和３年から令和７年累計）



2027年国際園芸博覧会に出展する屋外庭園のデザインが決定！
◆ 大阪市・堺市と共同でみどり豊かで潤いのある「大都市・大阪」の魅力を世界に向けて
発信するために出展する屋外庭園のデザインが決定

2027年国際園芸博覧会について

で大阪の活気を体感(エントランス)①｢水の庭｣

● 水都大阪を象徴する堀（水盤）や石垣、
噴水、イチョウが来園者を迎え、
都市の｢にぎわいと活気」を体感してもらう

フリップ⑦

【期 間】 令和９年３月19日～９月26日
【場 所】 神奈川県 横浜市
【テーマ】 幸せを創る明日の風景

大阪・関西万博のテーマを横浜へと引き継ぎ
訪れたすべての人が「来てよかった。明日も頑張ろう。」と思える
多様な幸せ（ウェルビーイング）を実感できる場所

①｢水の庭｣
②｢時をたどる道｣③｢未来のゲート｣

庭園の名称・コンセプト

庭園の特徴

で大阪・堺の歴史に触れる（過去・現在）②｢時をたどる道｣

でSociety5.0を感じる（未来）③｢未来のゲート｣

●花と緑、水で彩られた庭園を歩きながら、大阪・堺の
｢歴史・文化」や｢にぎわい・活気｣を体感できます！

※今後、内容を変更する可能性があります。

● 茶筅をモチーフにした竹オブジェや、
古墳をイメージした植栽を通じて、
過去から現在へと続く時間の深みを感じてもらう

● Society 5.0が目指す 「人間中心の社会」を
象徴するゲートを設置し、内部のモニターに、
大阪の未来イメージなどを提示

各ゾーンのイメージ

古墳形の植栽

庭園名称

コンセプト

①｢水の庭｣
②｢時をたどる道｣③｢未来のゲート｣

※デザインの一部を変更する場合があります。



大屋根リングの木材リユースベンチ隠れミャクミャク

庭園内に隠された小さなミャクミャクのプレートを
探しながら庭園内を散策してもらう

大屋根リングをリユースしたベンチ等を設置し、
万博レガシーの継承と資源循環の推進を図る

ベンチやスツールには、
大屋根リングのリユース材から

制作したことを表示

大坂城の石垣石材として運ばれてきたものの、
使用されなかった石材、
いわゆる「残念石」を展示

※今後、内容を変更する場合があります

リユースベンチ

堺ブランド桜「与謝野晶子」

堺出身の歌人から名づけられた、
堺ブランド桜「与謝野晶子」を使用
（堺市が育苗し、平成30年に品種認定）

※ミャクミャクをプリントしたプレート
の位置はイメージ

園芸博において大阪・関西万博のレガシーと「大都市・大阪」の魅力を強く発信します！

大阪・関西万博を想起させ、大阪の魅力を広く発信する取組 フリップ⑧

◆ 屋外庭園では、大阪・関西万博の活気などを想起させるとともに、多様な人・物・情報が集まり
豊かな歴史文化を育んできた大阪・堺の魅力を紹介する取組みを実施

大坂城残念石

大阪・関西万博
公式キャラクターミャクミャク
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